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開発を対象としていた。そのころの住宅地は，開発面積 1 ha 以上を「集団住宅地」（藤田 1972，
1973）や「住宅団地」（由井 1984），開発面積 20 ha 以上を「大規模住宅地」（千葉 1994，鈴木
1982）としているため，本稿では 1 ha 以上を住宅地，20 ha 以上を大規模住宅地と称することに
する。
大規模住宅地の開発に関する研究は大きく 2 つに区分できる。1 つ目は立地に関する研究を行っ
たものである。松原（1982a）は，大手不動産資本に着目して全国的な大規模住宅地の分布を示し，
都市圏ごとの特徴を明らかにしている。しかしこのような全国規模の研究は少なく，ほとんどの研
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